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本
書
は
、
近
年
活
設
な
展
開
が
見
ら
れ
る
「
大
清
帝
図
史
」
分
野
の
研
究

を
先
導
し
て
き
た
研
究
者
に
よ
る
、
清
初
ヌ
ル
ハ
チ
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
期
満
洲

の
封
モ
ン
ゴ
ル
政
策
史
に
関
す
る
五
つ
の
章
と
、
康
照
期
に
ホ
ル
チ
ン
部
か

ら
八
旗
へ
移
さ
れ
た
シ
ベ
に
闘
す
る
こ
つ
の
章
か
ら
成
る
研
究
で
あ
る
。
杉

山
清
彦
は
「
大
清
帝
国
史
」
を
、
マ
ン
ジ
ユ
人
だ
け
の
歴
史
で
も
、
マ
ン
ジ

ユ
人
中
心
史
観
で
も
な
く
、
「
『
マ
ン
ジ
ユ
人
が
支
配
し
て
い
る
』
こ
と
に
立

脚
し
て
帝
園
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
姿
勢
、
そ
し
て
そ
こ
か

ら
築
き
上
げ
ら
れ
る
歴
史
像
」
で
あ
る
と
い
う
。
も
し
こ
の
定
義
が
本
書
に

も
あ
て
は
ま
る
と
し
た
ら
、
本
書
は
「
マ
ン
ジ
ユ
人
が
支
配
し
て
い
る
」
こ

と
に
立
脚
し
て
そ
の
モ
ン
ゴ
ル
政
策
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
歴
史
像
を
築
き
上

げ
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
著
者
自
身
序
論
冒
頭
に
お
い
て
、
「
モ

ン
ゴ
ル
民
族
史
・
モ
ン
ゴ
ル
地
域
史
に
留
玄
し
つ
つ
も
、
清
朝
園
家
論
の
立

場
か
ら
研
究
を
進
め
る
」
(
三
百
八
)
と
そ
の
立
場
を
明
示
し
て
い
る
。
総
じ

て
「
大
清
帝
園
」
の
歴
史
を
め
ぐ
る
研
究
状
況
は
、
我
が
園
で
は
モ
ン
ゴ
ル

史
や
チ
ベ
ッ
ト
史
、
中
央
ア
ジ
ア
史
な
ど
、
清
朝
を
構
成
し
た
内
陸
部
分
に

関
す
る
研
究
諸
分
野
か
ら
の
、
惇
統
的
中
園
史
理
解
へ
の
問
題
提
起
と
し
て

展
開
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
中
で
著
者
の
立
場
は
、
「
内
陸
ア
ジ

ア
諸
民
族
の
ハ
ン
と
し
て
の
清
朝
皇
帝
の
支
配
健
制
」
(
八
頁
)
に
「
八

旗
・
ジ
ヤ
サ
ク
旗
の
軍
事
組
織
と
し
て
の
側
面
」
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
ご
と
く
、
我
が
図
の
東
洋
史
附
晶
子
、
と
り
わ
け
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究

は
、
東
京
帝
国
大
撃
の
東
洋
史
で
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
に
お
け
る
「
南
北
針
抗
」

の
デ
ユ
ア
リ
ズ
ム
を
説
い
た
白
鳥
庫
吉
に
淵
源
の
一
っ
と
す
る
。
白
鳥
史
皐

は
、
中
園
史
と
並
ぶ
「
塞
外
史
」
、
す
な
わ
ち
戦
後
内
陸
ア
ジ
ア
史
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
る
研
究
分
野
「
自
立
」
の
基
盤
と
な
っ
た
。
「
大
清
帝
岡
史
」

の
動
向
は
、
ム
見
こ
の
よ
う
な
日
本
の
東
洋
史
的
学
の
特
質
の
延
長
上
に
あ
る

と
見
ら
れ
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
「
大
清
帝
園
史
」
が
提
起
す
る
問
題
は
、

こ
れ
を
超
え
る
意
味
を
持
つ
黙
に
往
日
す
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
第
一
は
、
中
国
も
含
め
て
ア
ジ
ア
の
帝
国
統
治
理
解
へ
の
方
法
上
の

問
題
提
起
で
あ
る
。
総
じ
て
中
園
史
が
提
示
し
た
清
朝
統
治
の
理
解
は
、
帝

図
の
「
民
族
」
的
多
様
性
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
結
局
は
中
国
的
論
理
に
お

(
3
)
 

い
て
こ
れ
を
い
か
に
説
明
す
る
か
と
い
う
議
論
に
終
始
す
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
黙
で
「
大
清
帝
凶
史
」
論
は
、
中
国
を
含
む
大
清
図
の
統
治
構
造
を
、

満
洲
的
な
論
理
に
お
い
て
説
明
す
る
こ
と
で
帝
凶
理
解
の
員
の
「
多
様
性
」

を
方
法
的
に
確
立
し
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
大
清
岡
の
統
治
構
造
上
の
特
質

を
説
明
す
る
オ
l
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
を
、
「
中
国
」
で
は
な
く
、
「
満
洲
町
ひ

い
て
は
内
陸
ア
ジ
ア
的
な
要
素
に
求
め
る
。
清
初
期
の
マ
ン
ジ
ユ
(
満
洲
)

が
も
っ
ハ
ン
統
治
の
理
解
は
、
内
陸
ア
ジ
ア
の
岡
家
統
治
の
惇
統
(
ユ
ー
ラ

シ
ア
園
家
)
へ
と
向
か
う
。
か
か
る
立
場
を
明
示
的
に
示
し
た
研
究
と
し
て
、



680 

(
4
)
 

近
年
の
承
志
に
よ
る
研
究
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
海
外
で
は
、

「
部
族
制
」
支
配
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
園
{
系
統
治
以

前
の
よ
り
プ
リ
ミ
テ
イ
ヴ
な
枇
舎
と
さ
れ
て
き
た
内
陸
ア
ジ
ア
の
ハ

l
ン
園

家
に
つ
い
て
、
近
年
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
人
類
学
者
デ
ビ
ッ
ド
・
ス
ニ

l
ス
が
、

既
存
の
部
族
/
岡
家
概
念
を
批
判
的
に
再
構
築
し
つ
つ
、
国
家
の
一
形
態
と

(
5
)
 

し
て
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
議
論
を
提
示
し
て
い
る
。
我
が
園
で
も
、

戦
後
す
ぐ
江
上
波
夫
が
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
岡
家
統
治
の
形
成
に
お
け
る
遊
牧

民
・
中
十
遊
牧
民
に
よ
る
征
服
活
動
の
意
義
を
主
張
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
涌
文
槍
案
史
料
の
利
用
に
よ
っ
て
、
内

陸
ア
ジ
ア
帝
園
と
し
て
の
楓
勃
か
ら
清
朝
を
論
ず
る
マ

1
ク
・
エ
リ
オ
ッ
ト

等
の
「
新
し
い
清
史
手
司
自
国
四
日
三
日
立
7
)
の
動
向
が
あ
り
、
日
本
の
大

治
帝
国
論
は
、
こ
れ
と
共
鳴
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
と
は
農
耕
定

着
民
の
図
家
統
治
の
惇
統
を
よ
り
進
歩
的
な
も
の
と
見
な
す
後
展
史
親
的
な

凶
家
観
に
封
し
て
、
遊
牧
民
岡
家
の
系
譜
に
属
す
る
園
家
群
を
、
園
家
統
治

の
類
型
論
の
中
に
正
賞
に
位
置
づ
け
た
上
で
、
そ
の
征
服
活
動
に
よ
っ
て
成

立
す
る
帝
園
の
あ
り
か
た
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
、
園
家
論
L
L

の
パ
ラ
ダ
イ

ム
・
チ
ェ
ン
ジ
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
満
洲
園
家
の
内

陸
ア
ジ
ア
的
特
質
は
、
帝
園
透
彊
統
治
の
技
術
論
で
は
な
く
、
帝
園
存
立
の

根
幹
に
関
わ
る
中
心
的
な
問
題
へ
と
上
昇
す
る
。

山
本
有
法
が
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
学
者
マ
イ
ケ
ル

W
・
ド
イ
ル
は
、
帝
国
を
「
帝
園
と
は
、
あ
る
園
家
が
別
の
政
治
献
舎
の
賓

殺
性
の
あ
る
政
治
的
主
権
を
支
配
す
る
、
公
式
あ
る
い
は
非
公
式
の
関
係
の

(
8
)
 

あ
り
方
で
あ
る
o
」
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
帝
園
理
解
に
従
え
ば
、

帝
岡
統
治
下
の
個
々
の
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
濁
白
の
統
治
構
造
と
理
念
を
維

持
し
う
る
。
近
年
の
大
清
園
を
め
ぐ
る
議
論
が
提
示
す
る
国
家
イ
メ
ー
ジ
は
、

八
旗
・
外
藩
・
内
地
と
い
う
異
な
る
統
治
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
濁
白
の
行
政
統

治
組
織
と
統
治
理
念
に
よ
っ
て
統
治
し
て
い
た
も
の
と
す
る
の
で
、
こ
の
よ

う
な
帝
国
理
解
に
な
じ
み
や
す
い
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
石
漬
裕
美
子
は
、
惇

統
的
な
中
岡
王
朝
と
し
て
の
大
清
園
理
解
に
釘
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
悌
救
世
界

の
立
場
か
ら
「
施
主
・
蹄
依
庭
」
閥
係
や
文
殊
の
化
身
と
し
て
の
皇
帝
統
治

(
9
)
 

の
あ
り
方
の
理
解
を
提
示
し
て
い
る
。
一
方
ア
メ
リ
カ
の
モ
ン
ゴ
ル
史
研
究

者
ヨ
ハ
ン
・
エ
ル
パ

l
ス
コ
ク
は
、
大
清
園
の
モ
ン
ゴ
ル
統
治
を
悌
数
理
念

の
み
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
に
異
議
を
唱
え
、
「
ウ
ル
ス
・
ト
ゥ
ル
・
シ

(
日
)

ス
テ
ム
」
か
ら
清
朝
統
治
へ
の
轄
換
に
着

H
し
た
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

本
書
は
、
か
か
る
「
大
清
帝
園
史
」
論
の
動
向
の
中
で
、
大
清
国
統
治
の

内
陸
ア
ジ
ア
的
原
型
と
し
て
の
マ
ン
ジ
ユ
(
満
洲
)
園
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
統

治
政
策
の
性
格
を
解
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
ご
と
く

で
あ
る
。
「
序
論
」

「
第
一
章

「社第二立早

「栓第一二立早

「
第
四
章

「壮第五立早

「社東ムハ立早

「
第
七
章

「
結
論
」

158 

内
ハ
ル
ハ
五
部
の
解
健
と
清
朝
」

ホ
ル
チ
ン
部
首
長
層
と
の
盟
友
関
係
と
婚
姻
闘
係
」

内
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
に
封
す
る
法
支
配
の
推
移
」

大
凌
河
攻
城
戦
か
ら
み
た
マ
ン
ジ
ユ
図
政
権
の
構
造
」

清
太
宗
ホ
ン
タ
イ
ジ
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
諸
王
の
珊
封
」

ホ
ル
チ
ン
部
支
配
下
の
シ
ベ
」

シ
ベ
の
駐
防
八
旗
編
入

|
|
ジ
ヤ
サ
ク
旗
か
ら
上
三
旗
へ
|
|
」
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「
第
一
章
内
ハ
ル
ハ
五
部
の
解
慢
と
清
朝
」
で
は
、
ダ
ヤ
ン
・
ハ

l
ン

の
諸
子
中
第
五
子
ア
ル
ツ
ボ
ロ
ド
の
子
孫
が
継
承
し
た
内
ハ
ル
ハ
五
部
(
ジ

ヤ
ル

l
ド
、
パ
ー
リ
ン
、
ホ
ン
ギ
ラ
ド
、
パ
ヨ
ド
、
ウ
ジ
ェ

l
ド
)
の
服
属

過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
内
ハ
ル
ハ
は
、
バ
ヨ
ド
が
最
も
早
く
ヌ
ル
ハ
チ
に

内
属
し
、
ホ
ン
ギ
ラ
ド
と
ウ
ジ
エ
|
ド
が
ヌ
ル
ハ
チ
に
よ
っ
て
解
健
さ
れ
て

八
旗
や
外
藩
諸
旗
に
編
入
さ
れ
た
。
の
こ
る
ジ
ヤ
ル

1
ド
と
パ
l
リ
ン
は
、

後
に
外
藩
の
ザ
サ
グ
旗
と
な
る
が
、
そ
の
一
部
は
内
属
し
て
八
旗
に
編
入
さ

れ
た
。
著
者
は
、
こ
れ
ら
諮
部
に
封
す
る
満
洲
の
政
策
を
詳
細
に
跡
づ
け
な

が
ら
、
八
旗
に
編
入
さ
れ
て
領
侍
衛
内
大
臣
な
ど
の
重
職
を
捨
っ
た
内
ハ
ル

ハ
の
王
族
は
、
外
藩
の
同
族
と
は
異
な
り
、
八
旗
の
官
僚
と
し
て
活
躍
し
た

も
の
で
あ
る
と
す
る
。

「
第
二
章
ホ
ル
チ
ン
部
首
長
暦
と
の
盟
友
関
係
と
婚
姻
関
係
」
で
は
、

ヌ
ル
ハ
チ
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
、
順
治
帝
三
代
に
お
け
る
満
洲
と
ホ
ル
チ
ン
部
王

族
と
の
関
係
を
取
り
上
げ
る
。
ホ
ル
チ
ン
部
は
、
初
期
の
満
洲
宗
室
と
密
接

な
閥
係
を
も
っ
た
。
と
く
に
左
翼
の
王
族
は
、
満
洲
の
宗
室
と
通
婚
を
繰
り

返
し
、
外
藩
諸
部
中
最
高
の
待
遇
を
奥
え
ら
れ
た
。
著
者
は
、
交
換
婚
・
母

方
交
叉
イ
ト
コ
婚
と
い
っ
た
枇
舎
人
類
皐
の
概
念
を
駆
使
し
な
が
ら
、
雨
者

の
通
婚
関
係
の
賓
態
に
迫
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
ホ
ル
チ
ン
左
翼
と
の
通
婚

は
、
ひ
と
つ
に
は
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
、
ホ
ル
チ
ン
部
長
た
る
右
翼
の
パ
ダ
リ
の

権
力
を
牽
制
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
順
治
期
に
は
ド
ル
ゴ
ン
の
権
勢

に
針
し
て
、
孝
荘
文
皇
太
后
が
賓
家
で
あ
る
ホ
ル
チ
ン
左
翼
の
マ
ン
グ
ス
、

ジ
ヤ
イ
サ
ン
家
の
支
援
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
清
朝

宗
室
内
部
の
政
治
的
関
係
を
外
藩
諸
王
を
巻
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
マ
ン
グ
ス
と
そ
の
妃
ア
ン

パ
・
マ
マ
の
孫
ソ
ノ
ム
と
の
逆
縁
婚
に
つ
い
て
も
詳
細
な
分
析
を
加
え
、
マ

ン
グ
ス
と
ア
ン
パ
・
マ
マ
の
娘
孝
端
文
皇
后
と
ホ
ン
タ
イ
ジ
、
ソ
ノ
ム
と
ア

ン
パ
・
マ
マ
の
二
人
の
娘
と
雨
白
旗
の
ド
ル
ゴ
ン
、
ド
ド
と
の
婚
姻
に
つ
い

て
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
こ
の
婚
姻
を
遁
じ
て
雨
白
旗
旗
王
と
の
関
係
を
深
め
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
婚
姻
に
よ
る
ホ
ル
チ
ン
左
翼
と
の
つ
な
が
り

が
、
順
治
期
に
お
け
る
ド
ル
ゴ
ン
と
ド
ル
ゴ
ン
死
後
の
順
治
帝
の
権
力
基
盤

と
な
っ
た
と
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
満
洲
側
と
モ
ン
ゴ
ル
側
に
は
政
治
的
達

績
性
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
第
三
章
内
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
に
針
す
る
法
支
配
の
推
移
」
で
は
、
天
聴

二
年
の
封
チ
ヤ
ハ
ル
部
戦
か
ら
一
一
一
年
の
封
明
朝
戟
、
天
聴
五
年
の
合
盟
、
天

聴
六
年
の
チ
ャ
ハ
ル
・
華
北
遠
征
、
天
聴
八
年
の
ホ
ル
チ
ン
部
の
ガ
ル
ジ
ユ

リ
セ
テ
ル
離
叛
事
件
へ
至
る
、
天
聴
年
間
の
太
宗
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
モ
ン
ゴ
ル

諸
部
に
到
す
る
法
的
支
配
強
化
過
程
が
論
じ
ら
れ
る
。
満
洲
初
代
の
ヌ
ル
ハ

チ
は
、
ホ
ル
チ
ン
部
の
部
長
オ
l
パ
に
ト
シ
エ
l
ト
・
ハ
ン
の
稀
競
を
輿
え

る
こ
と
で
、
満
洲
と
ホ
ル
チ
ン
の
闘
係
を
封
等
な
盟
友
関
係
と
し
た
。
こ
れ

に
封
し
て
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
、
自
身
と
オ

l
パ
ら
モ
ン
ゴ
ル
王
族
の
主
従
関

係
を
前
提
と
し
た
支
配
関
係
の
確
立
を
目
指
し
た
。
そ
の
た
め
に
彼
は
、
封

チ
ヤ
ハ
ル
・
封
明
戦
に
参
加
し
た
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
に
封
し
て
、
マ
ン
ジ
ユ
の

法
と
し
て
の
軍
律
を
課
し
、
違
反
者
を
ホ
ン
タ
イ
ジ
白
ら
庭
罰
す
る
こ
と
で
、

「
内
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
の
首
長
ら
が
庖
下
の
属
民
に
針
し
て
右
し
て
い
た
惇
統

的
な
支
配
権
」
(
一
三
九
頁
)
を
制
限
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
過

程
で
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
、
天
聴
二
年
に
「
蹄
順
し
た
内
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
の
盟
主

た
る
に
相
磨
し
い
軍
事
力
と
権
威
を
持
つ
オ

l
パ
」
が
チ
ヤ
ハ
ル
遠
征
に
際

し
て
満
洲
軍
と
合
流
せ
ず
に
濁
自
に
行
動
し
た
こ
と
を
詰
責
し
、
統
制
下
に

置
く
一
方
で
、
オ
ー
バ
に
破
格
の
宮
廷
席
次
を
輿
え
る
こ
と
で
そ
の
権
威
を

維
持
し
よ
う
と
し
た
。
天
聴
六
年
の
封
明
侵
略
に
お
い
て
も
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
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は
外
藩
諸
部
に
針
し
て
八
旗
と
同
じ
軍
律
を
課
し
、
違
反
し
て
掠
奪
を
し
た

オ
l
バ
の
属
民
を
直
接
庭
罰
し
た
。
ま
た
遠
征
の
婦
途
死
亡
し
た
オ
l
バ
の

地
位
を
継
承
し
た
パ
ダ
リ
に
は
ト
シ
エ

l
ト
・
ジ
ノ
ン
の
稽
競
が
輿
え
ら
れ

る
と
と
も
に
、
「
ト
シ
エ

I
ト
・
ハ
ン
の
禁
令
」
が
改
め
て
輿
え
ら
れ
た
。

ま
た
天
聴
八
年
に
愛
生
し
た
ガ
ル
ジ
ユ
川
セ
テ
ル
ら
の
離
叛
に
釘
し
て
ホ
ン

タ
イ
ジ
は
、
法
令
に
基
づ
い
て
パ
ダ
リ
ら
ホ
ル
チ
ン
王
族
に
よ
っ
て
慮
刑
さ

せ
た
。
著
者
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
ホ
ン
タ
イ
ジ
に
よ
る
支
配
の
前
進
・
強
化

を
一
不
し
、
「
法
に
違
反
し
た
モ
ン
ゴ
ル
族
に
針
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
諸

首
長
が
持
つ
惇
統
的
な
支
配
権
を
飛
び
越
え
て
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
直
接
庭
罰

し
、
制
裁
を
加
え
る
と
い
う
段
階
か
ら
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
下
し
た
法
に
従
っ

て
内
モ
ン
ゴ
ル
諮
り
白
長
が
一
族
を
も
虎
刑
す
る
段
階
に
入
っ
た
」
(
一
三
七

頁
)
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
モ
ン
ゴ
ル
に
封
す

る
法
的
支
配
の
進
展
は
、
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
に
八
旗
と
同
じ
軍
規
を
遵
守
さ
せ

る
こ
と
で
、
首
長
ら
の
「
惇
統
的
支
配
権
」
を
制
限
し
た
も
の
で
あ
り
、

「
戦
闘
と
い
う
機
舎
を
と
ら
え
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
を
マ
ン
ジ
ユ
図
の
支

配
下
に
よ
り
確
賓
に
取
り
込
も
う
と
い
う
政
策
的
意
闘
を
も
持
っ
て
い
た
」

(
一
三
九
頁
)
の
で
あ
る
と
す
る
。

「
第
四
章
大
凌
河
攻
城
戦
か
ら
み
た
マ
ン
ジ
ユ
園
政
権
の
構
造
」
で
は
、

天
聴
五
年
七
月
か
ら
一

O
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
明
の
大
凌
河
攻
城
戦
に
参

加
し
た
マ
ン
ジ
ュ
・
モ
ン
ゴ
ル
連
合
軍
の
構
成
と
布
陣
の
賓
詮
分
析
を
通
じ

て
、
そ
こ
に
反
映
さ
れ
た
マ
ン
ジ
ュ
園
政
権
の
構
造
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
攻
城
戦
は
、
満
洲
の
八
グ
サ
、
オ
ボ
ン
ド
イ
・
ウ
ネ

ゲ
率
い
る
モ
ン
ゴ
ル
の
二
グ
サ
、
休
日
養
性
の
漢
人
一
グ
サ
、
パ
ヨ
ト
、
ゥ

ル
l
ト
部
の
各
一
グ
サ
、
遺
外
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
の
四
グ
サ
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
そ
の
分
析
を
逼
じ
て
、
マ
ン
ジ
ュ
園
の
「
皇
帝

が
八
旗
の
う
ち
直
轄
の
雨
黄
旗
を
率
い
て
権
力
の
中
心
に
位
置
し
、
ホ
ン
タ

イ
ジ
を
清
朝
皇
帝
に
推
戴
し
た
宗
室
の
諸
王
が
残
り
の
六
旗
を
率
い
て
取
り

囲
み
、
さ
ら
に
そ
の
外
縁
を
外
藩
モ
ン
ゴ
ル
の
諸
王
が
従
来
か
ら
の
ホ
シ

ョ
ー
を
旗
と
し
て
率
い
て
取
り
囲
む
と
い
う
構
造
に
収
数
さ
れ
て
い
く
」
園

家
健
制
を
議
見
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
(
一
五
八

i
一
王
九
頁
)

0

そ
こ
で
著
者
が
特
筆
す
る
の
は
、
八
旗
と
外
藩
が
蛍
初
か
ら
「
一
つ
の
構
造

を
構
成
す
る
連
績
す
る
部
分
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
軍
事
力
を
引
き
出
す
現
賓
的
な
目
的
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う

理
解
で
あ
る
。

「
第
五
章
清
太
宗
ホ
ン
タ
イ
ジ
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
諸
王
の
珊
封
」
で
は
、

天
聴
一

O
年
四
月
に
お
け
る
宗
室
諸
王
・
外
藩
モ
ン
ゴ
ル
諸
王
・
漠
人
軍
閥

に
よ
る
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
皇
帝
推
戴
に
際
し
て
行
わ
れ
た
諸
王
の
柵
封
に
つ
い

て
、
中
凶
第
一
一
歴
史
棺
案
館
所
寂
の
「
満
文
園
史
院
棺
」
所
牧
の
棺
所
「
崇

徳
元
年
封
王
貝
勤
書
」
を
用
い
て
検
討
す
る
。

績
く
「
第
六
章
ホ
ル
チ
ン
部
支
配
下
の
シ
ベ
」
と
「
第
七
章
、
ン
ベ
の

駐
防
八
旗
編
入
|
|
ジ
ヤ
サ
ク
旗
か
ら
上
三
旗
へ
|
|
」
は
、
モ
ン
ゴ
ル
・

ホ
ル
チ
ン
部
の
支
配
下
に
あ
っ
た
シ
ベ
と
そ
の
八
旗
へ
の
移
籍
に
関
わ
る
論

考
で
あ
る
。
ま
ず
前
者
で
は
、
入
闘
以
前
か
ら
康
照
中
葉
ま
で
の
ホ
ル
チ
ン

部
に
よ
る
シ
ベ
支
配
と
、
こ
れ
に
到
す
る
満
洲
・
清
朝
の
閥
輿
を
、
一
五
九

三
年
の
グ
レ
山
の
戦
い
に
参
加
し
て
ヌ
ル
ハ
チ
に
敗
れ
て
か
ら
天
聴
年
間
に

は
満
洲
に
公
課
を
納
め
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
シ
ベ
、
シ
ベ
と
清
朝
の
紹
皮

交
易
、
康
問
…
二

0
年
代
の
ロ
シ
ア
の
ア
ル
パ
ジ
ン
要
塞
を
め
ぐ
る
清
と
ロ
シ

ア
の
攻
防
の
中
で
の
シ
ベ
の
動
向
、
と
く
に
封
ロ
シ
ア
戦
に
備
え
て
設
置
さ

れ
た
際
結
へ
の
家
畜
・
物
資
供
給
の
た
め
に
行
わ
れ
た
シ
ベ
と
の
交
易
に
つ

い
て
論
じ
る
。
こ
こ
で
は
、
清
朝
が
ホ
ル
チ
ン
属
下
の
シ
べ
な
ど
を
ホ
ル
チ

160 



ン
干
一
族
を
通
じ
る
こ
と
な
く
直
接
動
員
し
つ
つ
も
、
ホ
ル
チ
ン
の
支
配
を
認

め
、
象
重
し
て
い
た
と
主
張
す
る
。
第
七
章
で
は
、
ジ
ュ
ー
ン
ガ
ル
の
ガ
ル

ダ
ン
の
進
出
に
針
す
る
軍
事
力
増
強
策
と
し
て
、
清
朝
が
ホ
ル
チ
ン
支
配
下

の
シ
ベ
・
グ
ワ
ル
チ
ャ
・
ダ
ク

1
ル
を
ホ
ル
チ
ン
王
族
か
ら
買
い
取
り
、
駐

防
八
旗
に
編
入
す
る
過
程
が
検
討
さ
れ
る
。
著
者
は
こ
れ
を
「
ホ
ル
チ
ン
部

首
長
層
か
ら
シ
ベ
に
封
す
る
首
長
権
|
|
シ
ベ
の
各
ム
ク
ン
に
封
す
る
支
配

権
ー
ー
を
「
買
い
取
」
っ
た
」
も
の
と
す
る
(
二
五
四
頁
)

0

以
上
の
考
察
か
ら
、
著
者
は
「
結
論
」
に
お
い
て
、
清
初
の
満
洲
の
封
モ

ン
ゴ
ル
政
策
は
、
「
八
旗
と
ジ
ヤ
サ
ク
旗
が
そ
の
制
度
的
起
源
か
ら
、
一
世

に
運
用
さ
れ
て
お
り
、
連
績
し
た
組
織
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
」
(
二
六
七
頁
)
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
背
後
に
は
、
満
洲
と

モ
ン
ゴ
ル
が
、
「
内
陸
ア
ジ
ア
的
」
な
統
治
構
造
を
共
有
し
て
い
た
と
す
る

認
識
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
な
知
見
を
踏
ま
え
る
時
、
本
書
の
意
義
は
ど
の
よ
う
に
捉
え

ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

著
者
が
提
示
す
る
マ
ン
ジ
ユ
園
家
の
構
造
は
、
中
心
に
い
る
ハ
ン
が
直
属

旗
を
率
い
、
そ
の
周
り
に
宗
室
諸
王
が
、
そ
し
て
さ
ら
に
そ
の
外
縁
に
外
藩

モ
ン
ゴ
ル
の
諸
王
が
、
連
績
性
を
も
っ
て
取
り
園
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

著
者
は
こ
れ
を
「
内
陸
ア
ジ
ア
的
な
」
構
造
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な

構
造
は
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
期
に
闘
し
て
著
者
が
論
じ
る
よ
う
に
、
軍
事
活
動
に

閥
わ
る
法
支
配
の
確
立
と
支
配
氏
族
聞
の
通
婚
を
挺
子
と
し
て
構
築
さ
れ
た
。

著
者
が
慎
重
に
も
断
っ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は
ヌ
ル
ハ
チ
か
ら
ホ
ン
タ
イ

ジ
期
に
至
る
清
朝
初
期
を
主
た
る
封
象
と
し
て
お
り
、
中
期
以
降
の
清
朝
の

モ
ン
ゴ
ル
政
策
を
こ
こ
か
ら
直
ち
に
演
緯
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
は
別

に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
書
は
、
清
朝
期
全
健
を
考
え
る

上
で
も
重
要
な
示
唆
を
奥
え
る
内
谷
に
富
ん
で
い
る
。
著
者
は
、
本
書
を
モ

ン
ゴ
ル
史
の
立
場
か
ら
す
る
-
計
者
(
岡
)
の
議
論
に
封
す
る
「
清
朝
史
の
立

場
か
ら
の
」
庭
答
で
あ
る
と
い
う
(
二
八
三
一
良
)
。
そ
こ
で
以
下
、
本
主
自
の

知
見
を
踏
ま
え
て
、
評
者
な
り
に
そ
の
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
著
者
が
「
内
陸
ア
ジ
ア
的
」
(
あ
る
い
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
的
)
と
形

容
す
る
凶
家
統
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。
著
者
は
、
「
序
論
」
に
お

い
て
、
軍
事
組
織
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
八
旗
と
ジ
ャ
サ
ク
旗
が
「
制
度
的

枠
組
み
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
(
貫
態
や
組
成
原
理
に
お
い
て
も
よ
く
似
た
側

面
を
持
っ
て
い
る
」
と
の
認
識
に
立
ち
、
「
八
旗
と
ジ
ャ
サ
ク
旗
の
各
旗
の

構
造
の
上
に
、
清
朝
皇
帝
が
最
高
位
の
首
長
日
ハ
ン
と
し
て
君
臨
し
よ
う
と

し
た
の
で
は
な
い
か
」
(
八
頁
)
と
い
う
「
仮
説
」
を
提
示
す
る
。
そ
こ
で

著
者
は
、
「
祉
曾
組
織
で
あ
り
、
軍
事
組
織
で
も
あ
る
「
旗
」
を
通
し
て
分

析
し
、
内
陸
ア
ジ
ア
世
界
の
ハ
ン
と
し
て
の
清
朝
皇
帝
の
支
配
健
制
の
解
明

を
試
み
る
」
(
八
頁
)
と
い
う
研
究
覗
角
を
採
る
。

許
者
は
、
さ
き
に
清
朝
の
モ
ン
ゴ
ル
統
治
制
度
を
検
討
し
、
こ
れ
を
「
北

(
日
)

ア
ジ
ア
的
」
な
構
造
を
も
っ
統
治
の
あ
り
方
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
こ
で
言

い
た
か
っ
た
こ
と
は
、
清
朝
が
モ
ン
ゴ
ル
を
統
治
す
る
に
あ
た
っ
て
、
征
服

前
の
モ
ン
ゴ
ル
の
枇
舎
構
造
の
特
徴
を
自
己
の
統
治
構
造
に
巧
妙
に
取
り
込

ん
で
お
り
、
征
服
前
後
の
壮
曾
構
造
に
明
ら
か
な
継
承
関
係
が
認
め
ら
れ
る

と
い
、
つ
こ
と
で
あ
る
。

遊
牧
園
家
の
支
配
氏
族
内
部
の
世
代
間
財
産
・
属
民
継
承
に
お
い
て
は
、

属
民
が
父
か
ら
子
へ
と
分
配
さ
れ
、
分
配
を
受
け
た
子
供
遣
は
そ
れ
ぞ
れ
自

立
性
の
高
い
集
閣
を
再
生
産
し
、
分
立
し
な
が
ら
岡
家
全
慢
に
遠
心
的
傾
向



を
生
み
だ
す
。
そ
し
て
大
ハ

l
ン
は
、
分
立
し
た
一
族
の
首
長
達
を
代
表
す

る
立
場
に
立
た
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
こ
れ
に
謝
し
て
遊
牧
枇
舎
に
お
け
る

統
合
の
契
機
は
、
と
く
に
軍
事
的
局
面
に
お
い
て
設
現
す
る
。
遊
牧
民
の
軍

事
行
動
は
、
防
衛
的
な
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
定
着
農
耕
地
帯
に
封
す
る
掠

奪
な
ど
の
活
動
を
含
む
。
こ
れ
は
絹
や
茶
・
穀
物
な
ど
の
農
耕
生
産
物
の
獲

得
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
、
交
易
を
通
じ
た
財
の
獲
得

も
同
様
の
文
脈
に
置
か
れ
る
。
す
で
に
文
化
人
類
撃
者
パ

l
フ
ィ
ー
ル
ド
が

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
自
立
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
の
統
合
の
動
機
と
し
て
の
財(ロ)

の
獲
得
に
失
敗
し
た
時
、
遊
牧
園
家
は
解
健
の
危
機
に
瀕
す
る
こ
と
に
な
る
。

だ
か
ら
、
遊
牧
岡
家
の
統
治
(
ハ
|
ン
権
力
)
と
は
、
分
立
す
る
ユ
ニ
ッ
ト

の
存
在
を
保
誼
し
つ
つ
ユ
ニ
ッ
ト
聞
の
関
係
を
調
整
す
る
機
能
を
も
ち
、
同

時
に
戦
時
の
軍
事
的
集
権
・
統
合
の
可
能
性
を
も
確
保
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
統
治
構
造
に
は
、
関
係
調
整
(
訴
訟
事
や
ト
ラ

ブ
ル
の
庭
理
)
や
軍
事
的
動
員
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
確
保
す
る
装
置
と
し

て
ユ
ニ
ッ
ト
を
代
表
す
る
首
長
に
よ
る
合
議
際
的
な
シ
ス
テ
ム
が
く
み
こ
ま

れ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
園
期
の
ク
リ
ル
タ
イ
と
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
も
の

と
し
で
あ
っ
た
。

遊
牧
園
家
に
お
け
る
合
議
健
の
議
題
に
は
、
園
家
を
構
成
す
る
ユ
ニ
ッ
ト

聞
に
生
じ
た
牧
地
争
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、
犯
罪
案
件
の
由
処
理
と
い
っ
た

関
係
制
整
機
能
が
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
時
に
遊
牧
園
家
の

統
ム
円
を
健
現
す
る
軍
事
的
局
刊
に
お
い
て
は
、
ハ

l
ン
の
軍
事
的
な
指
揮
権

は
絶
封
で
あ
り
、
違
反
行
為
は
ハ
|
ン
の
名
に
お
い
て
皿
厳
し
く
庭
罰
さ
れ
た
。

清
初
の
満
蒙
の
合
同
盟
に
お
い
て
、
軍
律
の
違
反
行
局
が
合
議
の
上
ハ

1
ン
の

裁
可
に
よ
っ
て
虎
罰
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
現
れ
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
遊
牧
園
家
の
構
造
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
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一
方
に
日
常

的
な
分
節
的
構
造
と
ハ

l
ン
権
の
閥
係
調
整
的
機
能
が
あ
り
、
他
方
に
非
日

常
的
な
、
軍
事
的
局
面
に
お
け
る
強
度
の
統
合
機
能
が
存
在
す
る
と
い
う
一

見
背
反
す
る
事
態
の
共
存
で
あ
る
。
満
洲
に
よ
る
征
服
直
前
の
モ
ン
ゴ
ル
に

お
い
て
は
、
前
者
は
ア
イ
マ
グ
と
か
オ
ト
グ
と
か
い
っ
た
枇
曾
構
造
に
よ
っ

て
、
後
者
は
ホ
シ
ョ
ー
に
よ
っ
て
健
現
さ
れ
る
。
満
洲
は
こ
れ
を
継
承
し
た

時
、
本
来
軍
事
活
動
時
に
組
織
さ
れ
、
ハ

l
ン
権
力
が
統
合
力
と
し
て
設
現

す
る
(
そ
れ
ゆ
え
非
日
常
的
な
)
軍
事
的
構
造
で
あ
る
ホ
シ
ョ
ー
を
恒
常
的

な
組
織
と
し
て
制
度
化
し
、
か
つ
軍
事
的
負
捨
(
ア
ル
パ
)
の
賓
放
性
を
権

保
す
る
装
置
と
し
て
一
五

O
丁
を
単
位
と
す
る
佐
領
(
ソ
ム
)
を
設
置
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
を
通
じ
て
満
洲
ハ
ン
の
権
力
を
も
恒
常
的
に
機
能
す
る
も
の
に

愛
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
本
来
遊
牧
枇
舎
に
お
い
て
恒
常

的
な
「
統
治
」
構
造
で
あ
っ
た
オ
ト
グ
に
淵
源
す
る
支
配
氏
族
と
属
民
の
主

従
関
係
を
f

台
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
を
ホ
シ
ョ

l
・
ソ
ム
制

と
併
存
す
る
間
接
的
な
王
公
統
治
下
に
温
存
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
軍
事
的
機
能

と
し
て
の
ホ
シ
ョ
ー
や
ソ
ム
に
覗
黙
を
置
く
と
清
朝
の
モ
ン
ゴ
ル
統
治
の
集

権
的
構
造
が
現
前
し
、
逆
に
支
配
氏
族
と
属
民
の
統
属
関
係
に
耐
貼
を
合
わ

せ
る
と
、
す
ぐ
れ
て
分
権
的
な
、
自
治
的
な
構
造
が
立
ち
現
れ
る
こ
と
に
な

る。
か
か
る
評
者
の
現
解
に
立
っ
て
本
書
の
意
義
を
論
じ
る
な
ら
ば
、
満
洲
と

モ
ン
ゴ
ル
の
祉
舎
構
造
の
遣
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
清
初
満
洲
の
針
モ
ン
ゴ
ル

政
策
の
展
開
が
、
八
旗
に
お
け
る
満
洲
自
身
の
統
治
構
造
と
断
絶
し
た
も
の

で
は
な
く
、
著
者
が
「
連
績
性
」
と
形
容
す
る
特
質
を
不
し
て
い
た
こ
と
を

具
髄
的
に
明
ら
か
に
し
た
貼
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
著
者
自
身
を
は
じ
め
と
す

る
近
年
の
瀬
洲
史
研
究
が
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る
八
旗
史
研
究
の
成
果
を
踏

ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
ア
イ
シ
ン
ギ
オ
口
氏
王
族
に
よ
る
八
旗
の
分
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権
的
統
治
の
あ
り
方
が
、
モ
ン
ゴ
ル
の
ボ
ル
ジ
ギ
ン
氏
を
は
じ
め
と
す
る
王

族
統
治
と
同
質
の
構
造
を
共
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る
黙
は
興
味
深
い
指
摘
で

あ
る
。ま
た
満
洲
の
モ
ン
ゴ
ル
支
配
が
、
ハ
ン
の
定
め
た
軍
律
を
モ
ン
ゴ
ル
側
に

守
ら
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
す
る
指
摘
(
第
三
章
)
は
重

要
で
あ
る
。
上
達
の
よ
う
に
、
遊
牧
園
家
に
お
け
る
ハ

1
ン
権
の
集
権
的
側

面
は
、
軍
事
活
動
に
集
中
的
に
額
現
す
る
。
満
洲
と
モ
ン
ゴ
ル
の
関
係
が
、

軍
事
的
局
面
を
挺
子
と
し
て
構
築
さ
れ
、
ハ
ン
(
皇
帝
)
支
配
の
侍
立
を
も

た
ら
し
た
と
す
る
著
者
の
理
解
は
、
大
清
岡
ハ
ン
の
外
藩
統
治
と
モ
ン
ゴ
ル

の
ハ

l
ン
権
を
継
承
関
係
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
。
著
者
は

こ
れ
を
「
戟
闘
と
い
う
機
舎
を
と
ら
え
」
た
も
の
と
す
る
が
(
一
三
九
頁
)
、

軍
権
は
む
し
ろ
ハ

l
ン
権
の
本
質
的
要
素
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

た
だ
満
洲
が
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
継
承
し
た
統
治
様
態
を
、
直
ち
に
「
内
陸
ア

ジ
ア
的
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
は
周
到
な
議
論
が
必
要
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
評

者
が
こ
こ
で
危
慎
す
る
の
は
、
中
図
的
な
統
治
に
「
内
陸
ア
ジ
ア
的
」
あ
る

い
は
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
凶
家
」
の
統
治
の
惇
統
を
封
置
す
る
時
、
「
内
陸
ア
ジ

ア
」
に
お
け
る
統
治
や
そ
の
基
盤
と
な
る
枇
舎
の
多
核
な
様
態
を
、
「
非
中

凶
」
と
い
う
一
黙
で
単
純
化
し
て
し
ま
い
は
し
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

か
か
る
二
元
論
的
『
止
場
に
立
っ
と
、
例
え
ば
モ
ン
ゴ
ル
の
遊
牧
民
一
刷
舎
と
チ

ベ
ッ
ト
の
よ
う
な
宗
教
的
耐
舎
の
統
治
と
の
相
違
ゃ
、
満
洲
が
農
耕
民
で
あ

る
こ
と
に
起
因
す
る
統
治
の
特
色
の
把
握
が
難
し
く
な
る
。

モ
ン
ゴ
ル
史
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
満
洲
の
統
治
構
造
が
も
っ
濁
自
の
特

質
も
額
著
で
あ
る
こ
と
は
、
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ

も
八
旗
や
佐
領
と
い
う
軍
事
的
形
態
を
も
っ
た
枇
舎
構
造
を
常
設
化
し
て
、

こ
れ
に
日
常
的
な
統
治
機
能
を
持
た
せ
る
と
い
う
軍
事
化
さ
れ
た
統
治
構
造

は
、
満
洲
に
よ
る
征
服
以
前
の
モ
ン
ゴ
ル
祉
舎
に
お
い
て
は
決
し
て
賞
た
り

前
の
こ
と
で
は
な
い
。
チ
ヤ
ハ
ル
の
リ
グ
デ
ン
・
ハ

l
ン
は
、
チ
ャ
ハ
ル
内

部
に
三
人
の
后
妃
の
下
に
清
朝
史
料
が
「
グ
サ
」
(
お
そ
ら
く
モ
ン
ゴ
ル
語

の
ホ
シ
ョ
ー
の
誇
)
と
記
す
統
治
構
造
を
創
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
形
跡
が

(
日
)

あ
る
が
、
こ
れ
は
チ
ヤ
ハ
ル
内
外
の
王
族
の
離
叛
に
あ
っ
て
破
綻
し
た
。
ま

た
モ
ン
ゴ
ル
と
満
洲
の
相
違
黙
の
ひ
と
つ
は
、
満
洲
が
征
服
し
た
ジ
ユ
シ
エ

ン
諸
部
の
首
長
や
属
民
を
都
城
に
集
住
さ
せ
た
貼
に
あ
る
。
一
方
で
満
洲
の

統
治
構
造
上
の
モ
ン
ゴ
ル
と
の
類
似
は
、
ア
イ
シ
ン
ギ
オ
口
氏
族
を
特
権
的

な
支
配
身
分
と
し
、
こ
れ
以
外
の
異
姓
諸
族
を
モ
ン
ゴ
ル
の
ア
ル
ド
に
封
臆

す
る
被
支
配
身
分
(
ジ
ユ
シ
ェ
ン
)
と
す
る
身
分
秩
序
に
見
出
さ
れ
る
。
つ

ま
り
満
洲
の
ア
イ
シ
ン
ギ
オ
口
氏
族
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
ボ
ル
ジ
ギ
ン
氏
族
に

相
官
す
る
も
の
と
し
て
、
自
ら
を
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
満
蒙
王
公
の
通

婚
は
、
王
族
に
よ
る
属
民
支
配
と
い
う
枇
舎
構
造
上
の
共
通
性
に
そ
の
恨
擦

を
持
っ
て
い
る
。

し
か
し
著
者
が
ホ
ル
チ
ン
、
特
に
そ
の
左
翼
と
の
通
婚
閥
係
の
解
明
を
通

じ
て
一
不
す
ホ
ル
チ
ン
部
に
輿
え
ら
れ
た
優
越
し
た
地
位
(
八
二
頁
)
は
、
モ

ン
ゴ
ル
側
に
お
け
る
権
威
の
階
層
構
造
か
ら
直
ち
に
導
出
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
一
七
世
紀
初
頭
の
モ
ン
ゴ
ル
の
政
治
状
況
に
釘
す
る
冷
徹
な
認
識
に

基
づ
く
政
策
か
ら
創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
チ
ン
ギ

ス
諸
弟
系
ウ
ル
ス
は
、
ダ
ヤ
ン
・
ハ

l
ン
直
系
の
諸
ウ
ル
ス
に
針
し
て
、
明

ら
か
に
低
位
の
位
置
づ
け
を
興
え
ら
れ
て
い
た
。
ホ
ル
チ
ン
が
満
洲
に
接
近

す
る
の
も
、
ダ
ヤ
ン
系
の
内
ハ
ル
ハ
や
チ
ヤ
ハ
ル
に
封
す
る
警
戒
が
大
き
な

要
因
と
し
て
作
用
し
て
い
る
。
そ
の
ホ
ル
チ
ン
部
長
で
あ
る
オ

l
パ
に
こ
と

も
あ
ろ
う
に
ト
シ
エ
l
ト
・
ハ
l
ン
競
を
輿
え
て
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
の
筆
頭
に

置
く
が
ご
と
き
政
策
は
、
す
ぐ
れ
て
満
洲
の
意
園
的
で
選
捧
的
な
政
策
の
よ
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う
に
思
わ
れ
る
。

よ
う
す
る
に
、
こ
と
は
満
洲
が
も
っ
須
白
の
統
治
・
壮
合
構
造
と
モ
ン
ゴ

ル
の
そ
れ
と
の
連
績
出
に
お
い
て
、
モ
ン
ゴ
ル
を
支
配
す
る
L
L

で
放
果
的
な

政
策
が
選
捧
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
、
初
期
満
洲
の
封
モ
ン
ゴ
ル
政
策
を
釘
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

直
接
八
旗
の
統
治
構
造
を
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
著
者
が
主
張
す

る
涌
洲
八
旗
と
モ
ン
ゴ
ル
・
ザ
サ
ク
旗
の
「
連
績
性
」
を
理
解
す
る
た
め
に

(
N
H
)
 

は
、
八
旗
史
研
究
の
諸
論
文
を
併
せ
譲
む
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

近
年
の
八
旗
史
研
究
の
要
諦
を
ま
と
め
た
章
が
あ
れ
ば
、
満
蒙
の
「
連
績

性
」
に
関
し
て
護
者
の
理
解
を
よ
り
容
易
な
も
の
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
も
う

一
つ
、
敢
え
て
注
文
を
つ
け
る
と
す
れ
ば
、
清
初
の
モ
ン
ゴ
ル
史
に
関
し
て

モ
ン
ゴ
ル
語
で
後
表
さ
れ
た
研
究
が
全
く
参
照
さ
れ
て
い
な
(
小
川
の
は
や
や
残

念
で
あ
る
。
特
に
清
初
史
に
つ
い
て
、
中
岡
の
オ
ユ
ン
ピ
リ
グ
、
ブ
ヤ
ン
デ

(

同

)

(

げ

)

(

日

出

)

ル
ゲ
ル
、
チ
メ
ド
ド
ル
ジ
、
フ
ル
チ
ャ
等
が
モ
ン
ゴ
ル
語
で
後
表
し
た
賓
語

研
究
は
、
研
究
史
上
踏
ま
え
る
べ
き
業
績
で
あ
る
。
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
岡
の

ぬ
ナ
ツ
ア
グ
ド
ル
ジ
の
ハ
ル
ハ
史
に
関
わ
る
諸
論
考
も
、
こ
の
問
題
を
考

(
刊
)

え
る
上
で
示
唆
に
富
む
。
そ
し
て
も
う
一
つ
、
ロ
シ
ア
の

B

h

ウ
ラ
デ
イ

ミ
ル
ツ
オ
フ
が
「
遊
牧
封
建
制
」
を
論
じ
た
『
モ
ン
ゴ
ル
の
枇
曾
構
造
』
は
、

遊
牧
民
の
枇
曾
構
造
に
闘
す
る
占
典
的
研
究
で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
の

祉
曾
・
統
治
構
造
を
論
じ
る
時
、
参
照
さ
れ
る
べ
き
研
究
と
し
て
、
現
在
も

(
剖
)

そ
の
意
義
を
失
っ
て
い
な
い
。

と
は
い
え
、
本
書
が
満
洲
史
の
領
域
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
史
に
封
し
て
多
く
の

論
黙
を
提
示
し
た
こ
と
の
意
義
は
甚
だ
大
き
い
と
一
一
一
日
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

満
洲
と
モ
ン
ゴ
ル
の
統
治
構
造
上
の
「
連
績
性
」
は
、
雨
者
の
同
一
性
を
意

味
し
な
い
。
し
か
し
生
業
や
支
配
構
造
の
差
異
に
も
拘
わ
ら
ず
見
出
さ
れ
る

満
洲
と
モ
ン
ゴ
ル
の
統
治
の
「
連
績
性
」
の
存
在
が
具
髄
的
に
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
は
、
内
陸
ア
ジ
ア
に
お
け
る
図
家
統
治
の
惇
統
を
理
解
す
る
上
で

有
住
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
中
国
史
上
の
帝
国
理
解
に
も
重
要
な
示
唆
を

な
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

註(
1
)

杉
山
清
彦
「
大
清
帝
園
史
研
究
の
現
在
|
|
日
本
に
お
け
る
概
況

と
展
望
|
|
」
『
東
洋
文
化
研
究
」
(
準
習
院
大
皐
東
洋
文
化
研
究

所
)
第
一

O
援
、
二

O
O八
年
、
三
四
七
1

三
七
二
頁
。

(
2
)

本
室
戸
計
で
は
、
満
洲
の
首
長
を
指
す
場
合
及
び
本
書
中
の
表
記
に

従
う
場
合
は
「
ハ
ン
」
と
し
、
モ
ン
ゴ
ル
の
首
長
を
指
す
場
合
は

「ハ

l
ン
」
を
用
い
る
。

(
3
)

代
表
的
な
例
と
し
て
、
茂
木
敏
夫
の
一
連
の
論
文
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
茂
木
敏
夫
「
清
末
に
お
け
る
『
中
園
』
の
創
出
と
日

本
」
『
中
園
」
第
一

O
披
、
一
九
九
五
年
、
二
五
一
il--

、
二
六
五
頁
な

ド」。

(
4
)

承
志
『
ダ
イ
チ
ン
・
グ
ル
ン
と
そ
の
時
代
|
|
帝
園
の
形
成
と
八

旗
枇
曾
|
|
」
名
古
屋
・
名
古
屋
大
挙
出
版
台
、
二

O
O九
年
お
よ

び
同
書
に
封
す
る
岡
洋
樹
に
よ
る
書
評
(
「
歴
史
学
研
究
」

Z
0
・∞雲、

二
O
一
O
年
、
四

0
1
四
一
一
一
頁
)
を
参
照
の
こ
と
。

(
5
)

ロ
mHJEιω
ロ巾

mwHFu
叫，

Fめ
固
め
山
岳
巾
回
国

ω
g
H巾
〉
円

Z
H
O口
S
H
E
C
H
ι
1
2
p

自
国
各
召

ω
0
2
0
ヲ
自
己
呂
ZHO]民
2
3
S
2
0
5
0『

Z
O
B山
岳
口
『
ー

ロ
OH
〉
己
目
当
。
司
J

ヘC
H
]
p
h
o
E
B
r
H
山
口
巨
〈
日
巴
ぞ
℃
HO∞F
N
C
C吋

お
よ
び
ロ
ミ
!
H
門日

ωロ
2
F
F守
口
(
日
戸
口

E
D
回
目
白
日
出
口
巳

ω
E芯
ロ

EHF

〉
江
田

OH
司

D司
2

0
ロ
吾
。

ω
円。宮古川

H
B
H
)
R
5
-
ω
Z窓
口
E
H門
司

D-HI
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t
門
戸
-
司
O
H
E印
山
口
仏
斗
⑦
円
r
E
(山
口
⑦
由
。
目
。
。
〈
⑦
門
口
山
口
円
⑦
回
口
同
国
ロ
2

〉印
H
P
ω
H
H
H
F
I
斗
岩
内
ロ
t
o
F
(
V
巾ロ門戸
HHH巾
回
開
門
日
ず
一
可
ロ
ヨ
己
(
同

ω
ロ巾同庁
}Hw

d
E〈
2
2
q
o
H
の
自
ロ
tHH(日間タ

Ncchp
官
官
同
日
Ne

(
6
)

江
上
波
夫
『
ア
ジ
ア
・
民
族
と
文
化
の
形
成
』
東
京
一
野
村
書
庖
、

一
九
四
八
年
(
再
録
.
「
江
上
波
夫
著
作
集
』
第
九
巻
、
東
京
一
平

凡
社
、
一
九
八
五
年
)

0

(
7
)

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ェ
リ
オ
ッ
ト
白
身
が
日
本
の
研
究
を
強
く
意

識
し
た
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。

zmwHr(UO
何
百
三
巳
山
口
ロ
E

H
k
h
g
m
E問
。
〉
R
E
Z
ω

山口門ご

r
z。
君
。
H諸
国
E
C
H可
文
献
足
徴

|
第
二
届
清
代
棺
案
園
際
的
学
術
研
討
ム
官
舎
議
論
文

E
G
h
¥石
田
宮
田
門

昌
吉
岡
己
〈

z
k
z
k
E戸
間
¥
。
戸
。
と
]
]
己
!
日
ま
た
エ
リ
オ
ッ
ト
が
参

加
し
、
二

O
O七
年
一
月
に
拳
習
院
大
挙
東
洋
文
化
研
究
所
主
催
で

開
催
さ
れ
た
向
学
習
院
大
学
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
向
学
園
際
的
学
術
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
第
一
部
「
清
朝
・
満
洲
史
研
究
の
現
在
」
(
『
東
洋
文
化
研
究
』

第
一

O
披
、
二

O
O八
年
三
月
、
三

O
七
[
三
九
八
頁
)
参
照
の
こ

と。

(
8
)

山
本
有
這
編
『
帝
岡
の
研
究
一
一
原
理
・
類
型
・
関
係
』
名
古
屋
一

名
古
屋
大
墜
出
版
舎
、
二

O
O
三
年
、
三
頁
、
昌
広
E
o
-
-さ

り

C
M
L
P
何
回
吉
見
出
の
DH口己
-
d
E〈
2
2ぞ
可
見
出
切
aHF}区
内
山
自
己

H
k
c
E
D
P
E
g
-
B
e
引
用
語
文
は
岡
。

(
9
)

石
漬
裕
美
子
『
チ
ベ
ッ
ト
悌
救
世
界
の
照
史
的
研
究
」
束
京
一
束

方
書
応
、
二

O
O
一
年
。

(日
)
]
o
r
g
肘

-
2
H
ω
r
c
m
C
戸
H
O
H
O主
。
百
四
叶
r
o
z
o口問。]少

切出
(
E
r
z
B
山口〔凶任。

ω
E
Z
E
F日H
O
H
E
H
)
2
5
]
の
F
E日
出
O
ロ
o-戸
l

z

d
ロ
2
2
2
q
o
H
出
向
者
山
口

H
U
2
2
当日。。
φ

こ
れ
に
封
し
て
は
、

石
演
裕
美
子
に
よ
る
批
判
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
『
中
園
文
化
研
究

所
事
報
』
二

O
O八
年
第
四
八
期
、
五
一
一

iill-
五
三
八
頁
。

(
日
)
岡
洋
樹
『
清
代
モ
ン
ゴ
ル
盟
旗
制
度
の
研
究
』
東
京
一
東
方
書
応
、

二
O
O七
年
。

(
ロ
)
叶
し
「
回
日
止
め
-L
、叶
}
H
O
Z
O白
山
門
出
口
〉
-
Z
H
H
g
t〈
O
Z
O耳

]
2
ω
o
uコ

同)HOEH口
。
同
己
「

HhumH凶ゆ官官

HKHmvIH印
印

(
日
)
薄
立
日
湖
「
関
子
察
恰
爾
史
的
若
干
問
題
」
『
蒙
古
史
研
究
」
第
五

輯
、
呼
和
浩
特
一
内
蒙
古
大
向
学
出
版
祉
、
一
九
九
七
年
、
一
九
八
l

二
一
八
頁
。

(
比
)
八
旗
史
研
究
の
立
場
か
ら
の
大
清
園
理
解
を
整
理
し
た
も
の
と
し

て
は
杉
山
清
彦
に
よ
る
注
(
1
)
の
論
文
及
び
「
大
清
帝
岡
の
支
配
構

造
と
八
旗
制
l
マ
ン
ジ
ユ
王
朝
と
し
て
の
岡
削
試
論
」
『
中
園
史
学
』

ι
弟
一
八
巻
、
二

O
O八
年
、
一
五
九
1

一
八

O
貝
、
同
「
大
清
帝
園

支
配
構
造
試
論
一
八
旗
制
か
ら
み
た
」
『
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
以
前

の
諸
地
域
シ
ス
テ
ム
と
慶
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
平
成
一
六
[
一
八
年

度
科
向
学
研
究
費
補
助
金
(
基
盤
研
究
附
)
研
究
成
果
報
告
書
(
研
究

代
表
者
桃
木
至
朗
)
、
二

O
O七
年
、
一

O
四
1

一
二
三
頁
な
ど
を

参
照
の
こ
と
。

(日
)
r
c
H
]日
間
三
日

CMコHHHErm
山門『山口〔目。-戸
L
戸、〈山門]ぜ〈戸口

=
5
2四戸戸

(山内々
山田
l戸ロ

B
D口問〈己

B
山
口
百
戸
F
L
O
B
o
-
ω
戸
Hr己]凶印
lmw即日

o
r戸
H

B
8
2己
E

Z
昇
。
百
戸
]
M
U
E
E

『
内
蒙
古
大
問
問
子
息
ナ
報
」
(
蒙
文

版
)
会
九
九
九
三
、
一

l
二
四
具
、
一
九
九
九
四
、
七
五
l
九

二
頁
、
二

C
O
O
l二
、
七
一
}
(
七
五
頁
、
二

O
O
一
|
二
、
七
四

l
七
八
頁
、
二

O
O二
一
、
五
七

1
六
三
頁
な
ど
。

(
同
)
]
同
〔
古
市
三
官
寸
回
日
刊
出
口
(
目
。
-
四
2
・ロ
C
ロ
(
山
口
門
何
回
ロ
ロ
ロ
C可
と
ミ
m
H
E
H一)担
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